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1.  事業概要 

 

  事業の背景 
 

 平成 24 年 7 月の再⽣可能エネルギー電気の固定価格買取制度（FIT）の運⽤開始以降、

⼤規模な⽊質バイオマス発電施設の増加に伴い、燃料材の利⽤が拡⼤しています。⼀⽅

で、燃料の輸⼊が増加するとともに、間伐材・林地残材を利⽤する場合でも、流通・製造

コストがかさむなどの課題がみられるようになりました。 

 このため、森林資源をエネルギーとして地域内で持続的に活⽤するための担い⼿確保か

ら発電・熱利⽤に⾄るまでの「地域内エコシステム」（地域の関係者連携のもと、熱利⽤

⼜は熱電併給により、森林資源を地域内で持続的に活⽤する仕組み）の構築に向けた取り

組みを進める必要があります。 

 

 

  事業の目的 
 

 「地域内エコシステム」モデル構築事業のうち実施計画の精度向上支援（以下、本事業

という）は、林野庁補助事業「令和３年度⽊材需要の創出・輸出⼒強化対策のうち「地域

内エコシステム」推進事業」のひとつとして実施されました。 

本事業は、「地域内エコシステム」の全国的な普及に向けて、既に F/S 調査（実現可能

性調査）が⾏われた地域を対象として公募により選定し、選定地域における同システムの

導⼊を目的として、地域の合意形成を図るための地域協議会の運営支援を⾏いました。ま

た、協議会における検討事項や合意形成に資する情報提供、既存データの更新等に関する

調査を⾏いました。 

 本書は、⻑野県小布施町「地域内エコシステム」モデル構築事業の実施内容等をとりま

とめたものです。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

  

「地域内エコシステム」とは 

〜⽊質バイオマスエネルギーの導⼊を通じた、地域の⼈々が主体の地域活性化事業〜 
 
集落や市町村レベルで小規模な⽊質バイオマスエネルギーの熱利⽤または熱電併給によっ

て、森林資源を地域内で持続的に活⽤する仕組みです。これにより⼭村地域等の活性化を実

現していきます。 

「地域内エコシステム」の考え方 

• 集落が主たる対象（市町村レベル） 

• 地域の関係者から成る協議会が主体 

• 地域への還元利益を最⼤限確保 

• 効率の⾼いエネルギー利⽤（熱利⽤または熱電併給） 

• FIT（固定価格買取制度）事業は想定しない 

図 1-1 「地域内エコシステム」構築のイメージ 



 

  事業スケジュール  

 本事業における全体スケジュールは、下記のとおり、採択地域が決定後、地域の支援等を

すすめ、翌年３月に成果報告会を開催し、本書をとりまとめました（表 1-1、図 1-2）。 

 

表 1-1 事業の概要 

公募期間 令和 3 年 5 月 24 日（月）から令和 3 年 6 月 18 日（金） 

審査結果通知 

（採択地域決定） 
令和 3 年 7 月上旬 

第 1 回地域集合研修 

（事業説明会） 

令和 3 年 7 月 12 日（月）13：30～15：30 

（Zoom によるWeb 開催） 

第２回地域集合研修 

（専門家による講演・ 

地域の取組報告） 

《テーマ１》 

令和 3 年 11 月 29 日（月）9：30-12：30 

「地域における様々な連携による木質バイオマスエネルギー利用」 

森林総合研究所 九州支所 森林資源管理研究 G  

主任研究員 横田 康裕氏 

《テーマ２》 

令和 3 年 11 月 29 日（月）14：00-17：00 

「ESCO・民間協力による木質バイオマスエネルギー利用」 

株式会社バイオマスアグリゲーション 

代表取締役 久木 裕氏 

《テーマ３》 

令和 3 年 12 月 2 日（木）14：00-17：00 

「木の駅や未利用材活用の取り組み」 

一般財団法人 学びやの里 

事務局長 江藤 理一郎氏 

《テーマ４》 

令和 3 年 12 月 3 日（金）14：00-17：00 

「計画的な木質バイオマスボイラー導入に向けて」 

岩手大学 農学部 森林科学科 

准教授 伊藤 幸男氏 

（全て Zoom によるWeb 開催） 

成果報告会 

（25地域の成果発表） 

令和４年 3 月 1 日（火）から 3 月 31 日（木） 

（パワーポイント録画発表を Web 公開） 

 



図 1-2 事業全体スケジュール 



 

2.  ⽀援内容等とりまとめ 

本事業による⽀援内容等について、実施項目ごとに下記にとりまとめます。 

  



 

  

整理番号 日付 実施区分等 資料 
公表 資料名等 

2. 2. 1 11 月 29 ⽇ 第 2 回 
地域集合研修 － 地域集合研修発表資料 

2 2. 2 令和 4 年 
3 月 1 ⽇〜 

成果報告会 
（記録動画） 〇 成果報告会発表資料 
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3.  総括 

 

 まとめ（今年度の主な取り組みと結果） 
本事業による支援内容等について、実施項目ごとに下記の通りとりまとめます。 

（1） 全般 

 小布施町サイドで優秀かつ熱意ある若⼿⼈材を複数配置し、彼らと⼀緒にヒアリン

グや結果分析を⾏うことで、今後の⼈材育成にもつながるアプローチができた。 

 地元に⽊質バイオマスエネルギーの専門家（㈱ラブフォレスト・小島氏）がおり、

その積極的な支援やアドバイスを受ける体制ができたことが⼤きい。 

 その結果、数多くのヒアリングを通じて町内外のステークホルダーとの関係性を持

つことができ、どんな協業がこれからできるかの議論をはじめることができた。ま

た関係者の洗い出しや、ご挨拶が完了したために、町を中核としたバイオマス構想

の⼤きな⾒取り図を描くことができた。 

 本事業（地域内エコシステム事業）と並⾏して、役場内の理事者、プロジェクトチ

ーム、担当課のメンバーらで勉強会や現場視察を重ねることで、バイオマス事業へ

の基礎知識の取得、ビジョンの目線合わせができ、理想的なスタートを切ることが

できた。 

 ⼀⽅で、森林資源の少ない小布施町だけの取り組みとしてバイオマス事業を進める

ことの限界も⾒えてきたので、材料の調達から、⽊質チップの製造、配送まで近隣

⾃治体との広域連携を踏まえたビジョンの策定が不可⽋という⾒解にいたる。将来

的には近隣の⾃治体（特に高⼭村）、温浴施設、事業者等も巻き込んだ北信濃地域

⼀帯となったビジョンをつくっていく必要がある。 

（2） 川上 

小布施町内の森林資源が限られているため、⽊材をどこからどうやって持ってくるのか

が本事業を推進する上での最重要課題の⼀つであった。 

そのため地元の森林組合をはじめ、複数の川上・川中側のプレーヤーや⾏政（⻑野県林

務部、隣接する高⼭村役場等）との協議を持った。その結果、⼀定規模以上の需要量があ

れば、⽊材の拠出・供給等で協業可能性があることが確認できた。⼜、須高地域に貯⽊・



 

チップ化施設をもつ地元産業廃棄物処理業者から、支障⽊などの⽊材を供給いただける可

能性も把握できた。 

（3） 川中 

チップの製造場所や製造⽅法を絞りこむことが今年度の課題であった。 

須高地域の林業事業体やチップ製造業者の土場の⼀画をチップ製造場所、保管場所とし

て借りることを検討した。⼜、町のフラワーセンターの敷地を利⽤してチップ製造、保管

場所に活⽤できないかも検討。 

チップに関しては、当面は地元事業者からリースでチッパーを借りて製造するか、既存

のチップ製造業者から購⼊するか、双⽅の可能性を検討した。 

（4） 川下 

まずは町内においてバイオマスボイラー設置可能な施設を絞り込む必要があった。 

そのため役場などの公共施設や⺠間の温浴施設などの基本的な燃料需要や設置可能スペ

ース等を調査した。その結果、町営のフラワーセンターがモデル的な導⼊先として最も有

望であることが判明。合わせて⺠間温浴施設の⼀つから、設置に対してポジティブな反応

が得られた。 

 

 今後の展開（次年度以降の計画等） 
本事業の今後の展開について、実施項目ごとに下記の通りとりまとめます。  

（1） 全般 

バイオマス利⽤に関してのビジョン策定、具体的な⾏動計画の策定を⾏う。そのために

小布施町役場内で担当課の下にバイオマスに係るプロジェクトチームを組成し、月 1 回程

度の定例会合を⾏う予定。地域内エコシステム構築事業の枠組みを活⽤して、そこに森の

エネルギー研究所からも専門委員として参加し、第三者的な視点から提案やアドバイスを

⾏う。 

（2） 川上（山側） 

チップ原料として、須高地域内の森林組合や林業事業体からの原⽊購⼊、産業廃棄物処

理業者からの支障⽊購⼊の⽅法や⾦額の具体的な詰めを⾏う。町内の果樹剪定枝の利⽤可

能性も合わせて検討する。 



 

（3） 川中 

小型移動式チッパーの購⼊またはレンタルによる製造パターンと、町内のチップ工場か

らの購⼊パターンについて、それぞれのコスト、製造・保管場所、運搬⽅法等について具

体的に詰める。フラワーセンター（チップボイラー導⼊候補先）敷地内でのチップ製造、

保管の可能性についても検討する。 

（4） 川下 

今年度の調査の結果、町営のフラワーセンターと⺠間温浴施設の⼀つが、当面のバイオ

マスボイラー導⼊候補先として絞り込まれた。今後の展開として、まずはフラワーセンタ

ーに実証試験的に導⼊し、そこから⺠間施設等への展開を図る。 

川下側の第⼀段として、フラワーセンターでのバイオマスボイラー設置に関して、施設

の所管課とともに、現地視察や専門家を招いた勉強会などを⾏いながら、さらに検討を進

める。最短、2023 年下半期ごろの設置を目標とする。 

バイオマスボイラーについては、地元事業者からのリースの可能性も含めて検討する。 

（5） 具体的な行動計画 

 設備及び工事費⽤等に関わる各種補助⾦など調査。（２０２２年上半期） 

 施設の所管課とボイラー始動後のマネジメント形態の検討。（２０２２年上半期） 

 地元事業者や森林組合との連携の詳細の検討。（２０２２年上半期） 

 理事者らとの⽅針・計画の共有と相談。（２０２２年上半期） 
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